
堂々の行進 

消防団が出初め式 
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発 行 所 

五所川原市役所 

55’号 
昭和59年I月15日 

印刷 （fり北」I ォフセノト 

市 の 人 口 
	

男 25,562人 
	

世 帯 数 	14,703 

	

52,869人 女 27,307人 
	

（昭和58年12月I日現在）住民基本台帳から 

へ 

市消防団の出初め式が 1月5日、南小学校裏通りを会場

に、3大隊670人の団員とポンプ車など25台が出動し

て勇壮に行われました。 

森田市長が勢ぞろいした団員の観閲を行ったあと、団員  

たちは寒風の吹きつけるなか、式典会場の市庁舎前おまつ

り広場まで堂々の分列行進を展開、沿道の市民から盛んな

拍手を受けていました。 



市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
市
が
発
注
す
る
工
事
の
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業
者
を
、
次
に
よ
り
受
け
付
け

い
た
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

・

受
付
期
間
 
二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
九
日
ま
で
。
 

・

受
付
場
所
 
市
建
設
課
（
市
庁
舎
三
階
）
 

■

提
出
書
類
 

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
ア
、
 

経
営
事
項
審
査
申
請
書
国
、
ィ
、
建
設
業
者
許
可
証
明
書

圏

ウ
、
納
税
証
明
書
‘
市
税
は
五
十
八
年
度
分
、
国
税
及
び

県
税
は
五
十
七
年
度
分
国
 
ェ
、
工
事
経
歴
書
 
オ
、
主
要

取
引
金
融
機
関
名
 
カ
、
年
間
委
任
状
 
キ
、
使
用
印
鑑
届

ク
、
印
鑑
証
明
書
 

ケ
、
営
業
所

一
覧
表
 
コ
、
会
社
登

記
簿
謄
本
圏
 
サ
、
建
設
業
退
職
共
済
組
合
加
入
証
明
書
圏

シ
、
建
設
機
械
一
覧
表
 

ス
、
技
術
者
経
歴
書
）
※
建
設

業
者
の
経
営
に

関
す
る
事
項
の
審
査
（
建
設
業
法
第
二
十
条

の
二
の
規
定
に
よ
る
。
）
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
建
設
課
庶
務
係
（
胃
⑩
二
一
一
一
番

内
線
二
二
八
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

指名競争入札業者を受付 

(559号） ② 広報ごしょがわら 

I 

昭和5,年（1984年）】月15日 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
の
 
「事
業
計
画
」
が
、
昭
和

五
十
八
年
十
ニ
月
十
五
日
付
で

決
定
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
決
定
公
告
（
市
告
示
第

四
百
六
十
九
号
）
に
よ

り
、
換

地
処
分
の
公
告
が
あ
る
日
ま
で
 

市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

か
ら
、
 一
部
供
用
開
始
に
向
け

公
共
下
→
小
道
の
管
き
ょ工
事
を

施
行
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の

た
び
次
の
箇
所
で
施
工
い
た
し

ま
す
。
 
 

の
間
、
施
行
地
区
内
で
土
地
の

形
質
の
変
更
、
建
築
物
そ
の
他

の
工
作
物
の
新
築
、
改
築
も
し

く
は
増
築
を
行
い
、
ま
た
は
移

動
の
容
易
で
な
い
物
件

（五
ト

ン
以
上
の
物
件
）
の
設
置
等
を

行
お
う
と
す
る
方
は
、
土
地
区
 

※
エ
事
期
間
 

①

1
2月
2
8日
1
3
月

2
5日
ま
で

②

1
2月
2
8日
1
3
月
2
5日
ま
で

③

1
2月
2
8日
1
3
月

2
0日
ま
で

④

1
2月
2
8日

1
3
月

2
5日
ま
で

こ
の
間
、
 一
部
通
行
止
と
な
 
 

画
整
理
法
第
七
十
六
条
が
適
用

さ
れ
、
市
長
の
許
可
を
必
要
と

し
ま
す
。
 

こ
れ
は
権
利
者
の
無
益
な
投

資
を
防
ぐ
た
め
と
、
事
業
施
行

の
障
害
と
な
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
 

る
箇
所
も
あ
り
、
車

の
通
行
や
 

‘
商店
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
公

共
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
 

市
で
は
毎
年
、
文
化
や

ス
ポ
 

ー
ッ
活
動
に
優
秀
な
成
積
を
お

さ
め
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
文

化
奨
励
賞
及
び

ス
ポ
ー
ッ
賞
を

贈
り
、
そ
の
栄
誉
を
た
た
え

て

お
り
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
推
せ
ん
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

＠
表
彰
対
象
 
五
所
川
原
市

民
及
び
五
所
川
原
市
に
所
在
す

る
団
体
で
、
昭
和
五
十
八
年
一
一

月
二
十
六
日
か
ら
昭
和
五
十
九

年
二
月
二
十
四
日
ま
で
の
期
間

中
に
文
化
及
び

ス
ポ
ー
ッ
活
動

に
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ら
れ

た
方
並
び
に
永
年
に
わ
た
り

ス
 
 

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
対
象
区
域
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

五
所
川
原
市
字
下
り
枝
及
び

八
重
菊
の
全
部
 

大
字
湊
字
一
 
」“
、
大
字
唐
笠

柳
字
藤
巻
、
大
字
姥
庖
字
桜
木
、
 

字
鳥
森
、
字
鎌
谷
町
の
そ
れ
ぞ

・

れ

一
部
。
 

事
故
防
止
等
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

ポ
ー
ッ
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た

方
。
 

＠
推
せ
ん
様
式
 
市
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。
 

O
推
せ
ん
期
日
 
昭
和
五
十

九
年
一
月
二
十
三
日
 

〇
推
せ
ん
及
び
お
間
い
合
わ

せ
先
 
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課

（
文化
奨
励
賞
関
係
）
、
 

保
健
体
育
課
（
ス
ポ
ー
ッ
賞
関

係
）
 （

●
⑩
一
一
一一
一
内
線
二
五

〇
番
）
 

⑨
そ
の
他
 
表
彰
式
は
、
一
一

月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
二
時

か
ら
市
中
央
公
民
館
で
開
催
の

予
定
で
す
。
 

 

、
 「物品等供給業者の1 

I― 登録受付 	I 
市では、59年度の物品等の供給について、入 

札参加審査申請書の受け付けをしています二 

市役所、西北中央病院、市内各小中学校、給 

食センタ 等、市の施設への物品供給を希望さ 

れる業者は、次により手続きをしてください。 

⑨受付期間 2 月 1日から 2 月29日まで 

O受付場所 財政課（市庁舎4 階） 

O提出書類 入札参加資格申請書（・式） 

（申請用紙は財政課にありますe) 
なお、詳しくは財政課調達課（．⑩- 2111番 

内線 316番）へお問い合せ（ださい。 

× ノ
 

市
文
化
奨
励
賞
及
び
 

ー

ス
ポ

ー
ツ
賞
受
賞
候
補
者
の
推
せ
ん
を
し
 r
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「県勢のあらましを知るには最適です”~ 
~県民座右の書としておすすめします」 

Lあ参i浦覇Iシ国一

弱年度版青森県の姿 
な表紙・明快な解説・豊富な資料こ こ美麗 

小
災
害
復
旧
、
そ
の
他
 

今
回
は
、
下
水
道
が
ど
れ

だ
け
行
き
渡
っ
て
い
る
か
、
 

そ
の
普
及
率
に

つ
い
て
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

①
世
界
の
お

も
な
国
の
替

及
率
 

日
本
で
は
、
工
ー
 
道
を使

っ
ヤ
い
る
人

は
、
四
人
に

一

人
（
普
及
率
三
ニ
パ

ー
セ
ン

ト
…
昭
和
五
十
八
年
、
建
設

省
調
べ
）
で

す
。
 ア
メ
リ
カ

や
西
ド
イ
ツ
は
、
四
人
の
う

ち
三
人
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
 

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
が
下

水
道
を
使
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
を
み
る
と
、
日
本
の

下
水
道
が
ま
だ
ま
だ
お
く
れ

て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で

こ
こ
ま
で
下
ー
 
道
を
広
め
る

の
に

一
五
〇
年
以
上
年
月
が

か
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
て

日
本
で
は
、
下
→
小道
が
各
地

に
広
ま
り
始
め
た
の
は
、

つ

い
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。
 

現
在
、
日
本
で
も
、
下
ー
 

道
は
、
 
一
生
懸
命

つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
や

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
な
る
ま

で
に
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
の
 

年
月
が
か
か
り
ま
す
。
 

②
日
本
国
内

の
替
及
率

日
本
全
体
で
は
、
四
人
に

一
人
の
割
合
で
普
及
し

て
い

る
下
ー
 
道
も
、
細
か
く
み
る

と
、
地
域
に
よ
っ
て
、
ゆ
き

わ
た
り
方
、
わ
ず
い
ぶ
ん
ち

が
い
ま
す
。
東
京
や
大
阪
で

は
、
明
治
時
代
の
中
ご

ろ
か

ら
、
利
用
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
が
、
下
水
道
が
、
ほ
と
ん

ど
な
い
県
も
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
普
通
大
き
な

都
市
ほ

ど
下
水
道
は
ゆ
き
わ
た
っ
て

い
ま
す
が
、
最
近
で
は
農
村

や
山
村
、
自
然
公
園
の
中
で

も
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

日
本
で
近
代
的
な
下
水
道

の
建
設
が
遅
れ
た
の
は
ど
ん

な
理
由
に
よ
る
の
で
し
ょ
う

か
、
次
の
よ
 

・

っ
な
こ
と
身
」
 

あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
で

し
よ
・
フ
。
 

m
し
尿
が

農
村
還
元
さ

れ
て
い
た
こ

と
。
 

川
が
多
く
下
水
が
す
み
や
か

に
海
に
流
出
し
た
こ
と
。
 

⑧
巨
大
な
浄
化
能
力
を
も

つ
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
 

固
旧
来
の
都
市
に
は
在
来

水
路
が
存
在
し
、

雨
水
排
除

に
特
別
の
支
障
が
な
か
っ
た

こ
と
。
 

⑤
近
代
工
業

の
発
達
が
遅

れ
て
お
り
、
水
質
汚
濁
の
顕

在
化
が
遅
か
っ
た
こ
と
。
 

⑥
産
業
基
盤
整
備
に
重
点

が
お
か
れ
た
こ
と
。
 

⑦
生
活
様
式
の
近
代
化
が

遅
れ
、
下
水
道
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
が
低
か
っ
た

こ
と
。
 

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

し
か
し
、
昭
和
四
十
二
年
、
 

公
害
対
策
基
本
法
が
制
定
さ

れ
て
か
ら
下
水
道
整
備
が
重

視
さ
れ
、
重
点
事
業
と
し
て

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 】

 

下
水
道
の
は
な
し

⑤
 

(2) 
急 
流 
河 

・下水道普及率の国際比較 
（単位％) 

に・rーーー一与012  

急gーーー10加
篇‘ー＝戸一．“ー曲”O85 

( ーー (o) 需＃ 
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③ 昭和59年（1984年）1月15日 	 広報ごしょがわら 

昭
和
五
十
九
年
度
の
耕
地
事

業
実
施
に

つ
い
て
、
次
の
事
項

を
ご
留
意
の
う
え
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
 

▽
申
請
期
間
 

1
月
1
7日
か
ら
4
月
2
8日
ま
で

▽
申
請
用
紙
 

市
土
地
改
良
課
で
交
付
し
て
い

ま
す
。
 

▽
補
助
対
象
事
業
 

①
震
道
整
備
（
補
修
、
新
設
、
 

改
良
、
橋
梁
、
他
）
 

②
か
ん
が
い
排
水
施
設
（
水

門
工
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設

改
良
、
他
）
 

③
事
業
費

一
〇
万
円
以
下
の
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
・

大
学
へ
進
学
さ
れ
る
お
子
様
を

お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し

て
、
進
学
資
金
貸
付
の
利
用
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

手
続
き
も
簡
単
で
す
の
で
、
 

借
入
を
希
望

さ
れ
る
方
は
公
庫

へ
申
込
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
 

（お
電
話
で
も
結
構
で
す
。
）
 

取
扱
期
問
 
十

一
月
か
ら
四
 

月
ま
で
 

融
資
限
度
 

一
進
学
者
五
〇

力
円
以
内
 

利
 
率
 

年
八

・
一
％
 

使
 

途
 
学
校
へ
の
納
付

金
、
受
験
費
用
、
 

教
科
書
代
、
制
服

代
、
下
ー
 
の敷
金

な
ど
進
学
に
必
要

な
資
金
 

返
済
方
法
 
お
子
様
の
修
業

年
限
以
内
（
最
長

四
年
）
の
元
利
均

等
月
賦
返
済
（
ボ
 

ー
ナ
ス
虹
樺
「
用
も

あ
り
ま
す
。
）
 

保
証
人
 

一
名
以
上
 

進
学
保
証
基
金
利
 
 

用
の
場
合
は
木
要

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
左

記
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

弘
前
市
大
町
三
ー
一
ー
一
八

国
民
金
融
公
庫
弘
前
支
店
 

（
●
〇
一
七
ニ

ー
三
六
ー
六
三
 

Q
ニ
）
 

（
担
当
 
西
村
）
 

な
お
、
お
近
く
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
、
 

漁
協
、
労
働
金
庫
で
も
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
 

郵
貯
進
学
積
立
を
さ
れ
て
い

る
方
は
郵
便
局

へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

(559 号 ) 

耕
地
事
業
申
請
の
お
知
ら
せ
 

▽
補
助
対
象
者
 

二
人
以
上
の
共
同
施
行
、
土
地
 

改
良
区
、
農
業
協
同
組
合
等
。
 

鷺
難
纏
難鷺
《
鰯麟
難
」
鷺
麟マ

 



イ
 

r
 

ホ
ー

ム
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
 

ノ
 

納
税
相
談
と
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
昭

和
五
十
八
年
分
所

得
税
の
確
定

申
告
説
明
会
と
納
税
相
談
を
次

の
日
程
で
開
き
ま
す
。
 ■

確
定
申
告
説
明
会

▽
二
月
六
日
（
月
）
午
前
十
 

（
青色
申
告
者
を
除
く
。
）
 

▽
二
月
八
日
（
水
）
午
後
一

時
三
十
分
ー
三
時
三
十
分
 
対

象
 
不
動
産
所
得
者
・
還
付
申

告
者
 

場
所
は
、

い
ず
れ
も
市
民
文
 

新
民
生
（
児
童
）
委
員
 

担
当
地
域
 

旭
町
 

敷
島
町
 

雛
田
町
、
東
雲

町
 

平
井
町
 

上
平
井
町
 

中
平
井
町
 

下
平
井
町
 

ク
 

さ
つ
き
町
 

錦
町
 

柏
原
町
、
幾
島
 

丁
 

田
 

末
広
町
、
新
宮

町
 

小
曲
、
沼
田
町

新
宮

（
旧
中川
）
 

若
葉
（
第

一
、
 

二
町
内
会
）
 

若
葉
（
県
営
）
 

若
葉
（
市
営
）
 

十
川
町

（
住宅
）
 

川
端
町
 

大
町
、
東
町

平
和
町
 

布
屋
町
、
弥
生
 

丁
 

田
 

鎌
谷
町
 

ー
ッ
谷
 

鳥
森
、
田
園
町
 

松
島
町

一
、
一
一

丁
目
 

氏
 
名
 

外
崎
源
次
郎
 

小
野
れ
い
 

渋
谷
良
子
 

嶋
口
慶
治

外
崎
ミ
チ

工
藤
金
造

小
田
桐
教

斎
藤
長
三
郎

木
村
カ
チ

岩
谷
 
克
 

新
谷
与
惣
治
 

小
山
田
鳳
隆
 

沢
田
清
太
郎

原
 
政
敏
 

岩
谷
甚
逸
 

盛
 
勝
春

工
藤
克
美

前
田

つ
な

高
橋
 
孝

岩
見
啓
助

中
村
清
憲
 

鶴
谷
ヤ
ナ
 

猪
口
フ
サ

桑
田
茂
樹

竹
谷
郁
子
 

船
水
冨
則
 

、

5
8

・
1
2

・
1
5
 

ノ
 

ノ
6
1・1
1・
3
0ま
で
、
 

担
当
地
域
 

松
島
町
三
、
四

丁
目
 

ク
五
、
六
丁
目
 

ク
七
、
八
丁
目
 

新
町
 

元
町
 

柳
町
 

本
町
 

寺
町
、
岩
木
町
 

湊
団
地
 

田
町
 

栄
町
 

上
町
、
寺
町
、
 

下
村
、
曙
町
、
 

長
坂
 

伝
助
町
、
大
町
、
 

新
町
 

興
隆
、
朝
日
、
 

坂
ノ
上
、
南
新
 

北
下
、
中
下
、
 

南
下
、
五
本
町
、
 

大
正
町
、
大
日

町
 

中
町
、
北
新
、
 

下
町
 

下
岩
崎
 

米
田
、
吹
畑
 

尻
無
、
太
刀
打
、
 

桃
崎
 

漆
川
、
馬
性
 

野
崎
、
川
代
田
 

悪
戸
、
田
中
、
 

宮
田
 

水
野
尾
、
富
桝
 

氏
 
名

神
 
勝
夫
 

石
田
粕
美

太
田
精
喜

平
山
雄
一
郎

木
村
テ
ル

間
賀
田
敏
子

櫛
引
忠
造

北
岡
得
次

一
戸
あ
い

菊
地
宝
樹

平
山
新
吉
郎
 

小
野
勇
治
 

野
宮
義
造

三
浦
範
夫
 

工
藤
徳
三
郎
 

高
橋
 
澄
 

松
本
孝
一
 

対
馬
武
四
郎
 

葛
西
栄
造
 

大
村
喜
一
郎

三
上
 
馨
 

小
野
正
清

森
 
誠
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勤労青少年ホームでは、去る11月 5日・ 6日

に第 5回ホームフェスティバルを開催しました

が、これを主催した菊栄会では、チャリティー 

バザー及び陶芸即売会の売り上げ金33,040円を 

12月13日社会福祉協議会に寄付しました。 

市勤労青少年ホーム 

巨ラ金の利用にあたってのご注意 

サラ金の利用にあたっては、下記事項に十分注意し
て下さい。 

L 標識の確認 

「貸金業の規制等に関する法律」による登録を受け
た業者は店舗の外に登録番号、有効期間等を明示した
標識を掲示することになっています。 

また、貸金業協会に加入している業者については、 
その旨も明示していますので、標識及び協会加入の有
無について確かめることが必要です。 

2． 貸付条件の確認 

店の中には貸付条件（貸付利率、返済方法等）が掲
示されることになっておりますので、確認の上借入の
判断をすることが大切です。 
3一 契 約 

借入れにあたっては毎月の収入の中から返済に回せ
るのはいくらぐらいであるかをよく考え必要最小限度
の借入にとどめましょう。 
4， 契約書 

業者は契約を結んだときには契約書を交付する義務
があります。契約書は必ずよく読み内容を確認し、大
切に保管しましょう。 

5． 保証人 

業者は保証人をつけたときには保証人に貸付の契約
書並びに保証契約書を交付する義務があります。保証
契約書もよく読み、内容を確認し、大切に保管しまし
よつ o 

6． 契約書以外の書類 

契約書以外の白紙委任状などの書類にサインをした 
り、押印しないようにしましょう。 

7． 領収証 

業者は返済を受けたときにはそのたびに領収証を交
付する義務があります。 

領収証もよく内容を確認し大切に保管しましょう。 
8. 契約書の返還 

借金が完済になったときには業者は利用者に契約書 
（原本） を返還する義務があります。 
これも大切に保管しておきましょう。 
なお、業者に法律違反の疑いがある場合、その他苦

情・相談・質間等につきましては各市町村相談窓口、 
県警サラ金110番、各警察署相談窓口、貸金業協会、 
県行政相談室、県商工課までお問い合わせ下さい。 
県警サラ金110番 0177 - 73 - 4488 
貸 金 業 協 会 0177 -73 - 6700 
県 行 政 相 談 室 0177 -22 - 1111 内線 4488 
県 商 工 課 0177 -22 - 1111 内線 4160 

録
舞
麟
鷺
響
羅
纏
蕪
 

時
ー
正
午
 
対
象
 
土
木
工
事
 
化
会

館
で
す
。
 

業
 

●
納
税
相
談
 

▽
二
月
六
日
（
月
）
午
後
一
 

▽
二
月
二
十
九
日
（
水

）
ー
 

時
三
十
分
ー
三
時
三
十
分
 
対
 

三
月
十
五
日
（
木
）
ま
で
五
所

象
 
料

理
飲
食
業
 
川
原
税

務
署
 

▽
二
月
八
日
（
水
）
午
前
十
 

、
 
時

ー
正
午
 
対
象
 
商
工
業
者
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広
田
 

一
 み

ど
り
町

一
、
 

二
、
三
丁
目
 

み
ど
り
町
四
、
 

七
、
八
丁
目
 

み
ど
り
町
五
、
 

六
丁
目
 

俵
元
 

原
子
 

羽
野
木
沢
 

持
子
沢
 

高
野
 

成
田
国
男

三
橋
敬
蔵
 

浅
利
昭
一
 

長
尾
キ
ョ
エ
 

山
田
美
智
子
 

三
上
誠

一
郎

伊
藤
武
美

阿
部
達
雄

長
内
ち
桑

小
笠
原
せ
い

福
士
時
雄
 

担
当
地
域

神
山
 

松
野
木
、
若
山

福
山
、
豊
成

杉
派
立
 

戸
沢
、
石
田
坂

藻
川
 

ク
 

鶴
ケ
岡
 

ク
 

ク
 

沖
飯
詰
 

桜
田
 

種
井
、
中
泊
 

田
川
 

毘
沙
門
 

ク
 

長
富
 

ク
 

氏
 
名
 

松
野
只
直

石
岡
正
一

土
岐
文
昭

土
岐
忠
一
一

斎
藤
一
雄

乗
田
誠
孝

成
田
賢

一

小
野
菊
造

小
野
柾
雄

三
浦
正
毅

片
山
英
夫

吉
岡
善

一

藤
森
み
つ
え

白
取
又

一

小
野
光
雄

鰐
田
春
悦

山
口
武
美

成
田
 
知

鳴
海
正
吉

荒
関
清
末
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ク 

川 高
山瀬 

担
当
地
域
 
氏
 

名
 

証
欝

郡
村
、
対
馬
静
賢
 

唐
笠
柳
、
末
広
 
太
田
雅
夫

石
岡
、
二
本
柳
 
寺
田
茂
夫

七
ッ
舘
 

斎
藤
 
茂
 

木
村
兼
次
 

猫
測
、
三
ッ
谷
 
岩
測
義
夫
 

稲
実
 

工
藤
惣
右

工
門
 

姥 
i包 

前
田
野
目
 
工

藤
博
雄
 

ク
 
今

柾
太
郎
 

梅
田
 

佐
藤
欣
宏
 

福
井
真

一

神
 

修

片
岡
幹
夫

加
納
七
三
郎

土
岐
文
弘
 

野浅福中 ク
里井岡泉 

◇
 
◇
 
◇
 

◇
 
◇
 
◇
 

,
 

,
 

「少
年
の

主
張

発
表
大

会
 
市

長
賞
 

私
の
家
は
、
父
母
と
弟
と
私

の
四
人
家
族
で
、
生
計
は
、
父

一
人
の
給
料
で
た
て
て
い
ま
す
。
 

父
の
仕
事
は
、
四
ト
ン
の
ダ

ン
プ
か
土
や
砂
を
運
ぶ
こ
と
で

す
か
ら
、
高
い
給
料
で

は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
仕
事
が
仕
事

だ
け
に
給
料

の
額
も
安
定
し
て
 

い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
 

私
の
家
の
生
活
は
豊
か
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
な
ら
、
母
も
働
け
ば

い

い
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
 

実
は
、
母
は
働
け
な
い

の
で
す
。
 

体
に
重
い
病
気
を
も
っ

て
い
る

か
ら
で
す
。
 

母
は
、
足
に
生
死
に
か
か
わ

る
危
な

い
病
気
を
も
っ

て
い
ま

す
。
時
に
は
胃
や
心
臓
も
悪
く

な
り
ま
す
。
足
の
方
は
動
脈
の

病
気
で
、

そ
の
部
分
に
少
し
で

も
傷
が

つ
い
て
出
血
す
る
と
、
 

命
が
危
な
い
の
だ
と
い
う
の
で

す
。
病
院
で
み
て
も
ら
っ
た
ら
、
 

「
こ
ん
な
ひ
ど

い
の
は
、
み
た

こ
と
が
な
い
。
手
術
は
、
と
て

も
難
し
く
て
で
き
な
い
己
 

と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
だ
か
ら

母
は
と
て
も
足
に
気
を

つ
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
病
弱
な

母
で
す
か
ら
、
や
れ
る
仕
事
は

家
事
で
精
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
。
 

そ
れ
で
も
、
い
く
ら
か
で
も

生
活
の
た
し
に
な
れ
ば
と
、
春

と
秋
に
は
、
農
家
の
リ
ン
ゴ
の

実
す
ぐ
り
や
、
リ
ン
ゴ
も
ぎ
の

手
伝
い
に

い
き
ま
す
。
は
し
ご

に
の
ぼ
っ
て
や
る
仕
事
で
す
か
 

ら
、
決
し
て
や
さ
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
に
帰
っ
て

く
る
と
、
ぐ
っ
た
り
と
疲
れ
き

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

そ
ん
な
時
、
私
は
、
部
活
動

を
や
っ
て
疲
れ
て
い
ま
す
が
、
 

母
の
う
で
や
足
を
も
ん
で
あ
げ

ま
す
。
も
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
い

時
は
、
弟
に
か
わ
っ

て
も
ら
い

ま
す
。
 

こ
ん
な
わ
け
で
す
か
ら
、
家

事
手
伝
い
は
、

い
つ
も
、
私
か

弟
の
ど
ち
ら
か
が
し
ま
す
。
事

情
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
マ
ン

ガ
本
や
テ
レ
ビ
を
み
て
い
る
時

は
、
手
伝
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 し

か
し
、
母
の
こ
と
を
思
う
と
、
 

が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
、
と
自
分

自
身
を
は
げ
ま
し
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
弟
も
同
じ
思
い
の
よ

う
で
す
。
 

母
は
、
私
と
弟
に

つ
ら
い
思

い
を
さ
せ
た
く
な
い
た
め
に

一

生
懸
命
な
の
で
す
。
こ
う
し
た

母
の
姿
を
み
る
に
つ
け
、
母
に

か
わ
っ
て
働
い
て
あ
げ
た
い
、
 

と
思
っ
た
こ
と
も
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
私
は
ま
だ
中

学
生
で
す
か
ら
、
ま
だ
何
年
か

先
の
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
 

今
、
私
が
母
に

一
番
し
て
あ

げ
た
い
と
田
少
っ
て
い
る
こ
と
は
、
 

お
金
を
た
め
て
、
大
き
な
病
院
 

第
三
中
学
校
 

ニ
年
 
阿
北

美
穂
子
 

で
母
の
病
気
を
治
し
て
や
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
家
族
で
北

海
道
に
旅
行
に
行
く
こ
と
で
す
。
 

あ
ま
り
旅
行
を
し
た
こ
と
の
な

い
母
に
、
 

「ど
こ
へ
行
っ
て
み
た
い
乞

・」
 

と
聞
い
た
ら
、
 
「北
海
道
」
と

答
え
た
か
ら
で
す
。
 

も
し
、
北
海
道
旅
行
に
行
け

な
く
て
も
、
病
気
だ
け
は
、

ど

う
し
て
も
治
し
て
あ
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

母
は
、
私
た
ち
に
心
配
を
か

け
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
の
前

で
は
あ
ま
り
苦
し
が
り
ま
せ
ん

が
、
本
当
は
す
ご
く
苦
し
い
の
 
 

で
す
。
何
度
か
、
私
に
そ
の
苦

し
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
 

病
み
だ
す
と
み
て
い
ら
れ
な
い

ほ
ど
で
す
。
 

私
は
、
そ
の
度
に
、
母
の
苦

し
み
を
か
わ
っ
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
な
ら
、
か
わ
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
う
の
で
す
。
 

し
か
し
、
今
の
私
に
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う

思
う
と
、
ほ
ん
と
う
に
悲
し
く

な
り
ま
す
。
 

母
は
、
私
や
弟
が
病
気
に
な

っ
て
苦
し
ん
で
い
る
の
を
み
る

と
、
い
つ
も
、
 

「か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
も
ん

な
ら
、
か
わ
っ
て
あ
げ
た
い
」
 

と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
寝
な

い
で
看
病
し
て
く
れ
ま
す
。
 

母
は
、
自
分
の
病
気
で
苦
し

み
な
が
ら
も
、
な
お
私
や
弟
の

分
ま
で
苦
し
も
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
 

私
の
家
の
生
活
は
、
経
済
的

に
は
豊
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

お
互
い
に
思
い
や
る
と
い
う
、
 

お
金
で
は
買
え
な
い
幸
せ
が
あ

る
の
で
す
。
自
分
の
病
気
の
た

め
に
、
家
の
中
を
暗
く
し
た
く

な
い
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
母
を

も
っ
て
、
私
は

つ
く
づ
く
幸
せ

だ
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
体

は
病
弱
で
す
が
、
心
は
と
て
も

優
し
く
、
そ
し
て
強
い
の
で
す
。
 

私
は
、

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ

た
時
、
何
度
も
、
母
の
が
ん
ば
 
 

っ
て
い
る
姿
に
勇
気
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
い
く
ら
貧
し
く
と
も
、
 

私
の
家
庭
に
は
、
お
金
で
買
え

な
い
幸
せ
が
あ
り
ま
す
。
 

今
、
私
は
、
勉
強
に
も
、
部
 
 

活
動
に
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
病
気
の
母
を
も
っ

て
も
、
家
は
貧
し
く
と
も
、
家

族
で
励
ま
し
あ
っ
て
明
る
く
生

き
て
行
き
ま
す
。
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た
。
 

ホ
ー
プ
ス
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

で
堀
内
美
和
選
手

（
南小
六
年
）
 

ー
前
列
中
央
廿
が
決
勝
で
今
大

会
第
ニ
シ
ー
ド
の
吉
田
静
子
（
 

（京
都
）
を

2
1~
1
1、
2
1ー
1
8
 

の
ス
ト
レ
ー
ト
で
く
だ
し
、
見

事
日
本

一
に
輝
く
と
同
時
に
、
 

こ
の
ク
ラ
ス
の
本
年
度
日
本

ラ

ン
ク

ー
位
を
決
め
ま
し
た
。
 

練
習
は
き

つ
か
っ
た
が
忍
耐

強
い
美
和
ち
ゃ
ん
は
へ
こ
た
れ

ず
、
昨
年
、
今
年
と
ホ
ー
プ
ス

の
部
で
県
制
覇
、
今
年
八
月
に

東
京
で
行
わ
れ
た
第
一
回
全

国

女
子
団
体
戦
で
南
小
が
全
国
制

覇
を
し
た
原
動
力
と
な
り
ま
し
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霧無難巡回診療を実施一 

市では北五医師会の協力で疾病の早期発

見を目的とし、地区に出向き無料の巡回診

療を行いますので、それぞれの地区の方は

多数おいでください。 

◇と き 1月25日 午後1時～ 2時 

◇と こ ろ 若山公民館 

◇担当医師 兼平 亘先生 

◇と き 1月31日 午後1時～ 2時 

◇と こ ろ 共栄集会所 

r  ◇担当医師 三上光次先生 

健康相談日のご利用を誓叫 

保険衛生課では毎週水・金曜日、午前10時から午後 3時 

まで保健センタ において健康相談を行っています。 

赤ちゃんからお年寄りの方まで、どうぞお気軽においで 

ください。 

血圧測定、簡単な尿の検査なども行っています。 

圏園囲回回団園因 
献血は尊い人命を守る贈りもの、採血車

を見かけたら進んで献血しましょう。 

●2 月 2日（木）午前1O:OO-12:OOまで

広 田 日産自動車商会前 

●2 月 2 日（木）午後1:3O--4:OOまで

元 町 五所川原第一高校前 

●2 月16日（木）午前1O:OO--12:OOまで

末広町 五所川原保健所前 

●2 月16日（木）午後1:30---4:0Oまで

布屋町 西北中央病院前 

◇ 
0 	 o 

0 
0 	 0 

0 
0 	 0 

寺
田
昭
郎
先
生
は
「
あ
の
子

は
無
口
で
目
立
た
な

い
子
だ
け

ど
、
シ
ン
は
人

一
倍
強
い
ん
で

す
。
そ
れ
が
責
任
感
と
な
っ

て

プ
レ
ー
に
出
た
ん
で
し
ょ

う
」
 

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
す
。
 

囲囲囲回囲園圏固 
■受 付 時 間 午後1時～1時30分まで 
■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 6 カ月児、 1歳児は健康相談のみ 

です。 
1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

■お願い 3 歳児健診は、尿検査も行いますので、当日き

れいに洗った小びんに尿を入れてもってきてください。 

■ところ いずれも保健センター（新町バス停前） 

月 	齢 対 象 児 と 	き 

3 力月児 S 58年10月生まれ 2 月 14 日 

6 カ月児 S 58年 7月生まれ 2 月 21日 

1 歳児 S 58年 1月生まれ 2 月 27日 

1歳6カ月児 S 57年 8月生まれ 2 月 28日 

3 歳児 S 55年10月生まれ 2 月 16日 

r 

電
磁

調
理
器
を

贈
る

一
 

市
福
祉
事
務
所
で
は
十
二
月

十
四
日
、
東
北
電
力
（
株
）
会

社
か
ら
、
「秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
」
 

の
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し

て
寄

贈
さ
れ
た
電
磁
調
理
器
を
市
内

広
田
の
菊
池
と
し
さ
ん
に
贈
り

ま
し
た
。
 

菊
池
さ
ん
は
、
四
歳
の
と
き

ハ
シ
カ
を
こ
じ
ら
せ
失
明
、
昭

和
五
十
五
年
か
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ

業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
鈴
木
市
福
祉
事

務
所
長
が
菊
池
さ
ん
方
を
訪
れ
 

「
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
に

向

か
い
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
」
と
励
ま
し
、
手

渡
し
ま
し
た
。
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(559号） 

隠嚢暴礁鳥欝線議勲1 
市では、市民の健康保持増進をはかるため、地域におけ

る保健活動の中心的役割を担う保健協力員を次のとおり委
嘱しました。 

その主な業務は健康相談、乳幼児の保健、結核予防、各
種予防接種、栄養指導に関する市の事業に協力していただ
くこととなってし、ます。 
市民のみなさんはそれぞれの地区の保健協力員にお気軽

にご相談してください。 

保健協力員 任期（自58年 9 月1日 至61年 8 月31日）  

町 	名 氏 名 町 	名 	氏 名 

（五所川原地区） 松島町 2 丁目 	松林 睦子 

錦 	町 溝江 妙子 ク 	 小山 愛子 
ク 坂本 	良 松島町 3丁目 	神 テル子 

幾 島町 千葉 	律 松島町 4 丁目 	新岡 京子 

柏 原町 川浪 とし 松島町 5丁目 	工藤 昭子 
上平井町 藤元 チサ 山内みっえ 

平井町 神 	みっ 松島町6丁目 	白戸 洋子 

中平井町 工藤 シゲ ク 	‘ 野上 トシ 

ク 鶴谷 悦子 ク 	 平山美智子 

下平井町 小野 国子 松島町7丁目 	鹿内 静子 
ク 世永 直江 松島町 8丁目 	阿部 初美 
ク 高橋 ュキ 第1千鳥町 	椿原 とよ 

さっき町 伊藤 	栄 湊 団地 	相馬サト子 
ク 本庄 弘子 若葉町 	七戸キミエ 

ク 古川 嘉美 ク 	 棟方美保子 

敷 島町 小野 れい ク 	 神 	祥子 
ク 成田 房江 新 	宮 	原 まっえ 
ク 櫓崎 トク 若葉第1町内会 三上てる子 

東雲町 増田フミョ 若葉第 2町内会 石岡 圭子 

旭 	町 佐藤 キサ （松島地区） 

寺町・岩木町 福士マチエ 吹 	畑 	毛内まさ子 

ク 斎藤 キヌ 唐 笠柳 	橘 	菊江 
ク 尾崎 京子 石 	岡 	寺田よしえ 

末広・新宮町 斎藤クニエ 水 野尾 
ク 佐藤 京子 ク 	 高橋 キミ 

大 	町 斎藤よし子 太 刀打 	山形 	節 
ク 小山ふみえ ― 野坪 	山内ッャ子 

布屋町 葛西 っぎ 野 	崎 	村田 みさ 
ク 山川きよみ 尻 	無 	野呂よね子 

本 	町 高橋 あい 石 	畑 	小野 敬子 

東 	町 小山 キエ ク 	 対馬 きぬ 
弥生町 前庖・中村 	山内 	幸 

鎌谷町 藤森 たか 馬 	性 	高橋 トキ 
ク 今林 っま 米 	田 	安田 やえ 
ク 二 本柳 	蒔田きん子 

川 端町 三森 敬子 川 代 田 	外崎 明美 

ク 桜井 照子 田 	中 	渋谷マッエ 
ク 佐々木京子 漆 

第1柳町 間賀田敏子 悪戸・宮田 	高橋 サッ 
第 2柳町 廉瀬 せっ ク 	 渋谷トキエ 
成 田町 百沢 きぬ 桃 	崎 	伊藤 幸枝 
元 	町 小田桐治子 （中川地区） 

ク 小田桐欣子 川 	山 	外崎 キエ 

ク 葛西 啓子 舘山 	京 

新 	町 木村 令子 葛西タエ子 
ク 広田 美雪 I中飯詰 	藤森みっえ 

栄 	町 小野登志子 桜 	田 	其田 とし 
田 	町 市目川 嶺子 種 	井 	奈良岡シズエ 

田園調布 田 
十 川町 前田 っな 中 	泊 	高橋 ュキ 

平 和町 村田あい子 （三好地区） 
ク 今 ョッエ 鶴 ケ 岡 	開米 秋江 
ク 田口 アサ ク 	 長尾 ソマ 

小 	曲 長沢 京子 ク 	 小野 松江 

ク 小栗山 哲 ク 	 小野 秀子 

沼 	田 成田みっえ 藻 
ク 金田 靖子 ク 	 竹谷 	トキ 

八 重菊 本荘 ゆり み 	 渡辺ャッエ 

松島町1丁目 青山 烈子 ク 	 野呂 京子 

ク 藤田 清枝 ク 	 川浪千代野 
松島町 2丁目 寺田 和子 高 	瀬 	成田ちよの 

氏 名 

木村かをる
藤田みどり
坂本とも子

岩測みつえ
山田 よつ
山内 チカ
今、 桂子
毛内ウメ子 

ク 	 成田 幸枝 

ッ館 	鳴海 ィツ 
白戸 イス

みどり町2-3丁目 高林シン

みどり町 4丁目 宮本 優子

みどり町5丁目 小山内やよい 
ク 	 藤田 綾子 

秋元なみ子

みどり町7丁目 菊地アキエ

みどり町8丁目 武居美智子

みどり町1丁目 堀内 徳治 
（梅沢地区） 

梅 田 	福井 ツェ 
ク 	 前田 恵子 

中 泉 関 たけ 
ク 	 土岐てい子 

（長柵地区） 

浅 井
福 山 

ク 

杉派立
野 里

神 山
松 野木
福 岡
若・ 山
戸 沢 

豊 成
石 田坂 

「―般健康診査実施の ―1 

t 	 お知らせ 」 

=＝対象は40歳以上の方 
	 , 

市では40歳以上の方を対象に、 一般健康診査を行います。 

対象の方は、診査を受けるようにして下さい。 

※職場等で健康診査を受けられる人は除きます。 

・実 施 期 間 昭和59年 2 月1日困～59年 3月15日困 

●実施医療機関 市立西北中央病院及び医師会加入の医

療機関 

・申し込み先 本庁管内は市保険衛生課窓口 

支所管内は支所窓口。 

印鑑、保険証が必要です。 

・診 査 内 容 問診、身体計測、理学的検査（打診、 

聴診、触診）血圧測定、検尿。 

また医師が必要と判定した場合には、 

精密診査が受けられます。 

・診 査 料 金 一般健康診査 無料 

一般精密診査  1,000円 

なお70歳以上の方、生活保護受給者、市民税非課税世帯 

の方は無料となります。 

・間い合わせ 市保険衛生課予防衛生係（廿⑩2111 
内線 270番）へお間い合せ下さい。 
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落屍轟ミ認悉嘉熱懸熱宴編熱熱 
,  

明日の親のための「ニューファミリー教室」を開きます。 

未婚、新婚、妊娠期のこれから親になる男女を対象に行な 

います。気軽に参加して下さい。 

⑨実 施 期 問 1月25日困から 3 月14日困まで9 回 

⑨実施 時 間 午後7時～ 9 時 

＠実 施 場 所 コミュニティセンター栄 他 

〇主 	催 五所川原市教育委員会 

⑨学習 内容等 下記のとおり 

＠申込み問合せ 1月23日（月）まで教育委員会社会教育課 

（骨⑩- 2111 内線250番）へ 

回
  
月
曜
 
日
日
 

開催
場所 学習課題 学習内容 時

間
 

学習方法 

困
  

1
月
2
5E
l
 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
栄
  

O結婚と 

人生 

●結婚とは何
か 

●夫の人生
妻の人生 

。
ノ一
 

講 	義 

映 	画 
(16ミリ） 

。
乙
 

困
  

2
日
。
1
日
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
栄
  

O人生航路 
と家庭 

一夫婦 

●海外旅行の
見聞を通し
て 

。
ノ］
 
 

講

質
 

義
 
竺
口
 

疑
 
応
 

 

3
  

困
  

2
日
。8
日
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い
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と
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ノ
、
リ
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明
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＠
庭
レ

シ
  

．家族ででき
る体力づく り 

忘で李あ条農 
との対話 

n乙
 

講実
 
義

技
  

4
  

困
  

2
月
1
1
5
日
 

コ
ミ
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テ
イ

セ
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タ

ー
栄
 

＠妊娠・出
産の基礎
知識 

●家族計画 
．妊娠の 

きざし 
nノ。
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スライ ド 

に】
 
 

困
  

2
月
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セ
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親
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●父親の役割 

●母親の役割 2
  

講 	義 

映 	画 
(16ミリ） 

《b
  

加
  

2
月
2
9E
l
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
栄
 

＠働く母親
の育児法 

●共働き家庭
の問題 

●共働き家庭
の生活設計 

●育児の知恵 

nノ］
 
 

講 	義 

映 	画 
(16ミリ） 

(
I
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3
日
”
7
日
 

コ
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セ
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＠私の 
子育て 

●子育ての
体験を聞く っ】

 
 

主婦との

懇談会 

8
  

日
  

3
月
1
[
1
H
  

旧
平
山
家及
び
 

歴
史
民
俗
資
料館
 

＠郷土の歴
史を学ぶ 

．歴史民俗資
料館及び重要
文化財 「「日平
山家住宅」 の
見学 

3
  

講
見
 
義

学
  

q
》
 
 

村
  

3
月
1
[
4

E
l
 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
 

＠テ一ブル
マナーの
実際 

●テーブルマ
ナーの実際 n。

  

講実
 
義

習
  

戸 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

      

  

警報機が鳴り 

出したらもう危い 

 

      

 

警報機が鳴り出したらすぐ列車が来ますので、絶

対に踏切に入らないで下さい。 

しゃ断機のある踏切では無理して通るとことりここ

になります。 

なお、しゃ断機のない踏切もありますので注意し

て下さい。 

   

囲園囚図圏 

  

ご利用下さし・ 
	

市立図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 
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阿刀田 高 

日常の物理学 近角 聡信 
新しい人よ 
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大江健三郎 
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清水 正徳 三 彩 の 女 森 植子 

菜 食 主 義 末次 	勲 女 	優 渡辺 淳一 

日本の 
野生植物 

佐竹 義輔 
よく学び 
よく遊び 

遠藤 周作 

木版画の 
楽しみ 

関野準一郎 舶来屋一代 上前淳一郎 

避 遁 の 人 生方たっ重 
こころの 

時代に 
木村 治美 

生きてゆく私 宇野 千代 
日本は 
燃えているか 

柳田 邦男 

日々に証しを 津田 	信 夜 物 ぶ 女 中井 英夫 

姉貴の尻尾 向田 保雄 光 	る 	女 小槍山 博 

路上の視野 沢木耕太郎 
夢の菓子を 

たべて 
田辺 聖子 

案内 
世界の文学 

渡辺 京二 美貌なれ昭和 深田 祐介 

L恵まれない方へと 1万7千余円寄付」 

し
た
。
 

東
奥
信
用
金
庫
の
合
同
貯
金

会
は
十
二
月
二
十
四
日
、
恵
ま

れ
な
い
方
た
ち

へ
役
立
て
て
下

さ
い
と
一
万
七
千
四
百
二
十
四

円
を
市
に
寄
付
、
貯
金
会
代
表

の
葛
西
専
造
さ
ん
と
永
井
俊
衛

支
店
長
が
森
田
市
長
に
託
し
ま
 

昭和59年（1984年）1月15日 広報こ‘、しょがわら 
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